
「教育振興運動・地域学校協働活動」
市町村担当者研修会

令和７年６月5日
岩手県教育委員会事務局生涯学習文化財課

教育振興運動推進プラン(2024~2028)について



■ 教育振興運動とコミュニティ・スクールと
地域学校協働活動の関連

昨年度までのプランの成果と課題、新プランの具体的な取組や
今後の方向性を説明します。

■ 教育振興運動

■ 推進プランについて

３つの関係性や位置付けについて説明します。

運動の始まりやこれまでの経緯について説明します。
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• 「子どもたちの持っている能力を十分に開発し発揚させていくこ
とが、岩手なるがゆえにできなかったとしたら・・・」

• 「子どもたちも、父母も、学校も、地域社会も、行政も、人の
責任にしないで、自分の責任だと考えて、しかも力を合わせて
取組むのでなければ、教育の発展はない・・・」

• 「子どもたちが力を存分に発揮できるだけの体制を作っていか
なければならない。五者の責任と連携で・・・」

IN I T I AT IV E（積極的に行動を起こす、計画を進める）

教育振興運動

フッターを追加 5

工藤 巌 氏

『教育振興運動の始まり』

５者の役割と責任を明確にし、相互に連携した取組



令和６年度の状況 R6状況調査結果1.２ページ

田野畑めぐり（島越地区）
令和6年9月30日（月）

実践区数

R6:443地区
R2:500 ,R3 :498 ,R4:543,R5:535

・学習活動 :604地区(読書、学力)
・生活・健康 :554地区
・社会参加 :539地区(奉仕、美化)
・情報メディア :342地区

活動内容

１実践区あたりの取組数

８.２



教育振興運動60年のあゆみ

♦学力水準の低迷

「子どもには勉強机を。お土
産には本を。」

学習環境の充実と読書活
動の推進

５R運動

♦青少年の問題行動

挨拶運動や美化運動

体力づくりなどの活動

♦地域の特色を生かした体験

・H17「みんなで教振!10か年プロ
ジェクト」

・H21共通課題（家庭学習・読書）

♦東日本大震災津波の発災

H27「みんなで教振!５か年
プラン」共通課題（メディアとの
上手な付き合い方）

♦地域学校協働活動と総合的かつ
一体的に推進

・共通課題「情報メディア・・・」

「CSとの連携による･･･」

♦「確かな学力」「自尊感情の育成」

・「家庭学習の充実」

・「体験活動の充実」

令和２年度教振ダイジェスト版
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COMM I T TE E（何かを促進する設定機関、委員会）

コミュニティ・スクール 会議体

フッターを追加 10

学校運営協議会を設置する学校

• 学校と保護者、地域住民等が 協議し、学校
のビジョンや目指す子どもの姿を共有する合議
制の会議体

• 委員は一定の権限と責任

• 学校運営の基本方針の承認
• 学校運営について、校⾧に意見
• 教職員の任用に関して、教育委員会に意見
（※教育委員会規則で定める事項について）

組織 役割



AC T ION / AC T I V I T Y （行動、動き、作用、動作）

地域学校協働活動

フッターを追加 11

幅広い地域住民の参画を得ながら、地域と学校がパートナーとして連携・協働しながら行う様々な活動

絵本の読み聞かせ（地域学校協働活動の取組） 登下校の見守り（地域学校協働活動の取組）



• コミュニティ・
スクール
会議体:comｍittee

• 教育振興運動

運動:initiative

• 地域学校協働活動

活動:action/activity

目標（目指す子どもの姿）を話し合い、共有し、連携・協働した取組





■ 教育振興運動とコミュニティ・スクールと
地域学校協働活動の関連

昨年度までのプランについて、新プランの具体的な取組や
今後の方向性を説明します。

■ 教育振興運動
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３つの関係性や位置付けについて説明します。

運動の始まりやこれまでの経緯について説明します。





「情報メディアとの上手な付き合い方」の取組「情報メディアとの上手な付き合い方」の取組

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）
との連携による、「目指す子どもの姿」の共有に
基づく運動の展開

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）
との連携による、「目指す子どもの姿」の共有に
基づく運動の展開

全県共通課題



「情報メディアとの上手な付き合い方」の取組「情報メディアとの上手な付き合い方」の取組

実践区における取組割合…78.1%

91.7% 77.8%

よく推進・おおむね推進

取組の成果取組状況

おおむね満足・成果上げつつある

令和６年度教育振興運動・地域学校協働活動の推進状況



【取組内容】

出前講座を活用した「情報メディアとの
上手な付き合い方」の推進

市内で子どものゲーム依存、不登校が問題となって
いる中、「情報モラル」、「情報メディアとの上手な付き
合い方」に関する講座を行うことで、親子でゲームやス
マートフォンとの付き合い方を考えたり、ルール化につな
げる機会を創出することを目的とし実施

【開催校 ４校（小学校３校、中学校１校）】

【参加者（総数）】

・小学校（3校） 児童:149名、 保護者158名

・中学校（1校） 生徒545名

北上市まちづくり部生涯学習文化課北上市まちづくり部生涯学習文化課

【成果】

親子で講座を受講したことで、共通理解が図られ、情報との付き合い方や
ゲーム、インターネットのルール化への意識が高まった。

【課題や今後の展開】

「メディアとの上手な付き合い方」への取組みは、なるべく低年齢から取り組んでいくことが必
要であることから、引き続き、市内全域に必要性を周知し、継続して出前講座を活用した取
組みを実施していく。

全県共通課題「メディアとの上手な付き合い方」実践事例
「地域学校協働活動・教育振興運動」推進５か年プラン(R2~R6)

(1) 実施方法
市内各小中学校ですでに実施している

「情報メディアとの上手な付き合い方」の取
組みを補完するものとして、依頼があっ
た小中学校に対して講座を開催

(2)  実施時期
令和６年11月～令和７年３月

(3)  対象
① 市内幼保・認定こども園の関係者
② 市内全小・中学校の児童生徒、保護者

(4) 講座内容
① 情報モラル学習サポート
② 上手なゲーム（ネット）との付き合

い方
(5) アンケート調査

① 講座実施後の意識調査（１回目）
② ２か月後の意識調査（２回目）



【取組内容】

親子で考えよう！スマホ・ゲーム
とのつきあい方

児童生徒のスマートフォン等の使用率の上
昇やゲーム時間の長さなどから起こる「ネッ
ト依存」・「ゲーム依存」が社会問題となっ
ていることから、家庭内での使用ルールの定
着や『「情報モラル」標語コンクール』の開
催による課題の意識づけを行った。

花巻北小中校区（桜台小・花巻北中）の児童
生徒及び保護者等

花巻北小中校区教育振興協議会

花巻市 花巻北小中校区

花巻北小中校区教育振興協議会

花巻市 花巻北小中校区

花巻北小中校区教育振興協議会

【成果】

家庭内におけるスマートフォンやゲームの使用ルールを親子で話し合い決めること、また、決めたルールを
家族みんなが見ることができる場所に貼ることで、ノーメディア・ウィーク（中学校のテスト期間中）に限
らず定期的な振り返りを促すことができ、より効果的な意識づけになった。

【課題や今後の展開】

今後も取組を継続し、家庭でのルール作り・情報モラルの定着
を図りたい。

全県共通課題「メディアとの上手な付き合い方」実践事例
「地域学校協働活動・教育振興運動」推進５か年プラン(R2~R6)

令和３年度から、ノーメディアウィークの
取組として各家庭に配布

親子で考えよう！「スマホ・ゲーム」とのつきあい方 「情報モラル」コンクールの開催

●入賞者は協議会主催の教育実践活動推進大会で表彰
令和6年度 最優秀賞
★スマホはね ルールやぶると 依存症（小学生の部）
★SNS 一歩間違え SOS （中学生の部）
★手をとめて 心で復唱 文字を打つ （保護者の部）



子どもたちを取り巻く環境の整備

※写真は放課後の居場所として子どもたちが集ま

る複合庁舎「まなべ～す」の表示

子どもたちをSNS・インターネット犯罪
から守るために

スマートホン、PCの所持率の増加に加え、町内公共施設

等のフリーWi-Fiを利用する子どもたちが増加。思いがけな

いトラブルが発生している背景を受け、強制的に規制する

のではなく、保護者や大人も安全性や危険性について学

び、子どもたちの自主性を尊重しながら個人や各家庭に適

したルール作りをするもの。

対象:小中学生(234人)と保護者

葛巻町／教育委員会事務局葛巻町／教育委員会事務局

【成果】 研修会を契機に公共施設でのルール作りや親子で考えるきっかけを
つくったことで、共通理解と情報の共有が図られた。取り組み以前より、家庭
や公共施設でのスマホ利用に改善がみられる状況となった。

【課題や今後の展開】子どもたちが自分で考え自制できる力を育
んでいけるように継続的な取組体制を整備していく必要があるほ
か、今後益々複雑化するインターネット事情について、多角的な
視点で学べる機会の創出が重要と考える。

全県共通課題「メディアとの上手な付き合い方」実践事例
「地域学校協働活動・教育振興運動」推進５か年プラン(R2~R6)

・青少年育成ネットワーク運営委員
会議

（情報モラルを題材に講演会）

・公民館図書室にWi-Fiの使い方に
ついて表示

・保護者を対象にチェックシートを
配布

（親子でスマホ等の使い方について
考えるきっかけづくり）



ＣＳとの連携による、「目指す子どもの姿」の共有に
基づく運動の展開
ＣＳとの連携による、「目指す子どもの姿」の共有に
基づく運動の展開

実践区における取組割合…59.1%

86.2%80.6%

取組状況 取組の成果

よく推進・おおむね推進 おおむね満足・成果上げつつある

令和６年度教育振興運動・地域学校協働活動の推進状況



○町内５つの実践区毎に活動を協議する「住田町教育振興運動実
践協議会」と、世田米・有住地区毎に連携して課題解決方法を協
議する「世田米地区・有住地区連携推進委員会」を年２回開催。

※全県共通課題等の情報共有もしている。

○各学校のコミュニティスクール（学校運営協議会）の構成員が、
上記委員会の構成員を兼ねており、地域の「目指す子どもの姿」
と、学校の「目指す子どもの姿」を共有しながら、運動を展開す
ることができている。

「住田町教育振興運動実践協議会」と「世
田米地区・有住地区連携推進委員会」の開
催

全県共通課題等について情報を共有
するとともに、世田米・有住地区に分か
れて、各地区の課題や解決策を話し合
う場を設けている。

参加者:地区公民館⾧・主事、各校
副校⾧・PTA会⾧、保育園⾧

住田町住田町

【成果】

町、地域、学校の「目指す子どもの姿」を共有して活動を展開できている。

【課題や今後の展開】

コロナ禍以降、地区ごとの連携が以前ほど行われていない。

全県共通課題「コミュニティ・スクールとの連携による『目指す子どもの姿』の共有に基づく運動の展開」実践事例

「地域学校協働活動・教育振興運動」推進５か年プラン(R2~R6)



田野畑めぐり

小学校統合後10年以上が経過し、子供達
が6つの地域・6つの学校の事が分かりづらく
なってきたため、地域を知る、地域とつながるこ
とを目的として行ったもの。

参加者:全学年の児童、地域住民、
教職員等（240名）

田野畑村村内全域田野畑村村内全域

【成果】地域と学校の「ひと・もの・こと」について、多くを学び、世代を超えて触れ合うことが
出来た。地域の方々からも好評であり、より地域とつながることが出来た。

【課題や今後の展開】課題は平日開催であるため、学校と
地域の調整が多少困難。今後は可能であれば、体験活
動も取り入れていきたい。

全県共通課題「コミュニティ・スクールとの連携による『目指す子どもの姿』の共有に基づく運動の展開」実践事例

「地域学校協働活動・教育振興運動」推進５か年プラン(R2~R6)

【内容】

漁村ならではの風景を眺め
ながら、地元ガイドから人々の
暮らしや漁法、震災、復興な
ど地域のさまざまな歴史を学ん
だ。

また、地域めぐり及びはつらつ
世代間交流に加え、地域でお
弁当を食べ、奉仕活動をして
学校に戻る1日コースを実施。
なお、昼食の際は、村の食生
活改善推進員からの協力のう
え、郷土料理を提供した。

田野畑めぐり（島越地区）
令和6年9月30日（月）
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「情報メディアとの上手な付き合い方」の取組

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）との連携による
「目指す子どもの姿」の共有に基づく運動の展開

▶学習のICT活用やタイムマネジメントの視点を加えること

▶技術進歩に合わせた取組の更新や実状に合わせて継続すること

▶より多くの地域住民の参画を促す工夫

▶仕組みを生かした会議体と実践組織の連動した取組

→コミュニティ・スクールの機能強化と質的向上





岩手県教育振興計画の基本目標

学びと絆で 夢と未来を拓き 社会を創造する人づくり
岩手の子どもたちに必要な力は…

確かな学力 生きる力
岩手県教育振興計画（2024～2028）との連動による効果的な取組の展開を図る



FR

家庭学習の充実 ■ 本プランにおける「家庭学習」は、学校の授業以外での学習全般

■ 地域の大人が地域の子どもを育てる意識を高め、児童生徒の確かな学力の育成

■ 既存施設の活用で学習の場づくりを推進し、学習意欲の向上に資する

課題解決に向けた
県の取組（例）

課題解決に向けた
市町村及び実践区の取組（例）

■推進プランの説明及び理解促進

■登録ボランティアの募集・登録・活用促進

■各実践区における好事例の収集と共有

■社会教育施設の連携促進及び実施事業の情報

提供

■地域と学校の連携・協働を推進する研修の実施

etc

■全県共通課題の理解促進と関係者への周知啓発

■学校教育と社会教育関係部局間の連携

■CSとの連携による「目指す子どもの姿」の共有

■地域の人材活用による学習・体験活動の支援

■既存の施設や放課後子供教室における学習スペー

スの創設及び開放

etc 教育振興運動推進プラン
(2024~2028)
4ページ



FR

体験活動の充実 ■ 体験活動を多く行っている子どもほど、「自尊感情」、「向学的な意識」が高い

■ 地域人材の発掘と活用を通して、地域みんなで子どもの育成に関わる意識を高める

■ 「自尊感情」等が高め、不登校の課題の解決に資する

課題解決に向けた
県の取組（例）

課題解決に向けた
市町村及び実践区の取組（例）

■推進プランの説明及び理解促進

■登録ボランティアの募集・登録・活用促進

■各実践区における好事例の収集と共有

■社会教育施設の連携促進及び実施事業の

情報提供

■県立社会教育施設における体験活動事業、

プログラムの一層の充実

etc

■全県共通課題の理解促進と関係者への周知啓発

■学校教育と社会教育関係部局間の連携

■地域の人材活用による学習・体験活動の支援

■公民館事業等における子ども達の体験事業の強化

や創設

■公民館、地区センター等の地域施設、放課後子供

教室の利用促進

etc
教育振興運動推進プラン
(2024~2028)
4ページ



■ 推進プランの周知啓発、実態把握、取組奨励
☞ 生涯学習推進センター、教育事務所による研修会
☞ まなびネットいわてによる「体験活動ボランティア」の周知

■ 好事例収集と紹介、実践の共有化
☞ 全県共通課題実践事例集









「教育振興運動・地域学校協働活動」
市町村担当者研修会

令和７年６月5日
岩手県教育委員会事務局生涯学習文化財課

ご清聴ありがとうございました

〇――――――――――――――――――――――――――――――――――○
「教振標語コンテスト」

小中学生の部・最優秀賞 「実体験 興味のとびら 無限大」
一 般の部・最優秀賞 「子供の笑顔」 繋げる力は「地域」の中に!

〇――――――――――――――――――――――――――――――――――○


